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研究目的 

廃棄物埋立処分場の浸出水の一般的な水質特性として、含まれる有機物の多くが難分解性である

ことから、CODを除去するのは困難である。また、内分泌攪乱作用の疑いがある有機性化学物質

等が微量に含まれることもあり、これらの物質の多くもまた難分解性である。そのため、浸出水の

処理には時間がかる。現在、多くの処分場で、活性炭を用いた吸着処理等が行われているが、コス

トがかかること、使用済み活性炭が新たな環境負荷要因になるという問題を抱えている。 

この研究では、光触媒の持つ完全酸化分解機能を活用し、通常の浄化処理法では分解することが

難しい難分解性COD成分除去および有機性有害物質除去を目的として、可視光応答型という新し

いタイプの酸化チタンを用いることによって、太陽光を利用した省エネ型の浸出水浄化処理技術の

確立をめざし、処分場における安全・安心処理システム構築に寄与する。 

 

研究方法 

本研究では、3年間の研究計画で以下のテーマに取り組んだ。 

大課題Ⅰ「可視光応答型光触媒機能資材に関する研究」において、液相反応に適したコーティン

グ法や基材の選択について検討し、浸出水処理に適した光触媒機能資材を光電流および太陽光利用

効率の精密測定により評価し、選定・改質した。 

大課題Ⅱ「可視光応答型光触媒反応を用いた浸出水処理システムに関する研究」においては、 

太陽光を利用した可視光応答型光触媒反応槽による浸出水浄化処理試験において、埋立処分場に光

触媒を敷いた浅層パドル型反応槽と、より処理効率をあげるための回転円盤方式あるいは壁泉方式

を設置し、難分解性CODによる水質浄化のための処理条件の最適化と実用化に向けた問題点の抽

出を行なった。 

また、光ファイバー太陽光集光装置を利用した光触媒集積反応槽に関する研究において、光触媒

反応槽のコンパクト化および処理効率の向上を目的として、光触媒資材の多層配置と光ファイバー

を使った太陽光集光装置による多方向照射について検討した。 

大課題Ⅲ「可視光応答型光触媒反応を用いた有害物質分解に関する研究」では、可視光応答型光

触媒反応における有機性有害物質の分解過程を明らかにするとともに、生物学的影響低減化につい

てオオミジンコ等を用いたバイオアッセイによる包括的な評価を行った。 

大課題Ⅳ「埋立処分場における光触媒処理技術に関する総合評価」では、埋立地の安定化に基づ

く跡地利用およびCO2循環の観点から、自然景観形成技術について提案した。 




